
令和4年6月9日

矢掛町地域住宅等整備計画

平成29年度　～　令和3年度　（5年間） 矢掛町

公営住宅等の計画的な改善，「不良空き家」の計画的な除却，及び「空き住宅」の活用により，安全で安心な住まいづくり・まちづくりを推進する。

・公営住宅等の長寿命化対策の推進（長寿命化計画の達成率の増加）
・空き家対策（不良住宅の除却）の推進

（R3末）
① 矢掛町公営住宅等長寿命化計画で建替・改善・用途廃止と判定された戸数に対する改善等事業実施戸数の割合

② 「不良空き家」の除却目標棟数（10棟）に対する除却済み棟数の割合

事　後　評　価

○事後評価の実施体制、実施時期

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ　基幹事業
番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H29 H30 R1 R2 R3

1-A-1 住宅 一般 矢掛町 直接 83

1-A-2 住宅 一般 矢掛町 直接 99

1-A-3 住宅 一般 矢掛町 間接 0

1-A-4 住宅 一般 矢掛町 間接 8

1-A-5 住宅 一般 矢掛町 直接 351

1-A-6 住宅 一般 矢掛町 直接 1

合計 542

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H29 H30 R1 R2 R3

合計

Ｃ　効果促進事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H29 H30 R1 R2 R3
合計

※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。

地域住宅計画に基づく事業（災害公営住宅家賃低廉化事業） 災害公営住宅家賃低廉化事業（1戸） 矢掛町

公的賃貸住宅家賃低廉化事業（22戸）

外壁改修，屋上防水等（57戸）

矢掛町

矢掛町

矢掛町

矢掛町

矢掛町

空き家再生等推進事業（除却10戸）

空き家再生等推進事業（活用2戸）

小林住宅建替事業

地域住宅計画に基づく事業（公的賃貸住宅家賃低廉化事業）

地域住宅計画に基づく事業（公営住宅等整備事業）

100%

60%

令和4年6月

矢掛町

地域住宅計画に基づく事業（公営住宅等ストック総合改善事業）

地域住宅計画に基づく事業（住宅地区改良事業）

地域住宅計画に基づく事業（住宅地区改良事業）

0%

矢掛町HPで公表

要素となる事業名
（事業箇所）

事業者

矢掛町

矢掛町

矢掛町

ＣＢ

備考
当初現況値 中間目標値 最終目標値

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

0百万円
効果促進事業費の割合

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

事後評価の実施体制

矢掛町建設課内で実施

番号

社会資本総合整備計画　事後評価書
計画の名称

計画の期間 交付対象
計画の目標

（H29当初）

0%

事業者 要素となる事業名

　　計画の成果目標（定量的指標）

交付対象事業

市町村名
全体事業費
（百万円）

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
542百万円 Ａ 542百万円 0百万円

番号 事業内容 市町村名
全体事業費
（百万円）

事後評価の実施時期

公表の方法

事業者 要素となる事業名

市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）（延長・面積等）
事業内容

矢掛町

矢掛町



２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

・小林住宅の建替およびコーポさくら，コーポ小田の長寿命化改善により，トータルコストの縮減が図られている。
Ⅰ定量的指標に関連する
　　　交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値 60% 平成30年7月豪雨災害からの復旧事業の実施を優先したため，目標値には届いていない。
Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値

に差が出た要因
最終実績値 47.3%

最終目標値 100% 空き家の所有者に適切な管理を呼び掛けた結果，民間での除却が進んだことにより，
目標値と実績値 補助事業による除却の実施には至らなかったため。
に差が出た要因

最終実績値 0%

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況 ・空き家再生等推進事業により1戸を活用して矢掛町おためし住宅を整備したことで，移住の促進につながることが期待される。
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

・今後も，長寿命化計画に基づいて長寿命化対策を行っていく。
・空き家対策については，今後も，空き家の所有者への働きかけを積極的に行い，1件でも多く除却へつながるように努力する。

指標①
公営住宅等の長
寿命化対策の推
進（長寿命化計
画の達成率の増
加）

指標②
空き家対策（不
良住宅の除却）
の推進



平成２９年度～令和３年度（５年間）

1-A-1 公的賃貸住宅家賃低廉化事業
1-A-2　 公営住宅等ストック総合改善事業
1-A-3　 住宅地区改良事業
1-A-4  住宅地区改良事業
1-A-5 公営住宅等整備事業
1-A-6 災害公営住宅家賃低廉化事業

（参考様式３） （参考図面）地域住宅支援

計画の名称 　矢掛町地域住宅等整備計画

計画の期間 交付対象 矢掛町

1-A-1 公的賃貸住宅家賃低廉化事業

（新小林住宅）

1-A-6 災害公営住宅家賃低廉化事業

1-A-3 住宅地区改良事業（除却）

1-A-2

公営住宅等ストック総合改善事業

（コーポさくら，コーポ小田）

1-A-5 公営住宅等整備事業

（小林住宅建替事業）

1-A-4 住宅地区改良事業（活用）

（矢掛町おためし住宅）



 
社会資本総合整備計画（地域住宅計画）の事後評価報告シート 
 
１.事後評価を実施した社会資本総合整備計画（地域住宅計画） 
① 計画の名称 矢掛町地域住宅等整備計画 矢掛町地域 

② 都道府県名 岡山県 

③ 計画作成主体 岡山県矢掛町 

④ 計画期間 平成 29 年度 ～ 令和 3 年度 

⑤ 計画の目標 公営住宅等の計画的な改善，「不良空き家」の計画的な除却，及び「空き住宅」

の活用により，安全で安心な住まいづくり・まちづくりを推進する。 

２.事後評価の内容 
⑥ 実施体制・時期 矢掛町建設課内・令和 4 年 6 月 

⑦ 事後評価の結

果 

指標①：「公営住宅等の長寿命化対策の推進（長寿命化計画の達成率の増加）」 

定 義：矢掛町公営住宅等長寿命化計画で建替・改善・用途廃止と判定された戸数

に対する改善等事業実施戸数の割合 

評価方法：完了実績報告書で確認 

結 果：従前値:0％（平成 28 年度）⇒目標値:60％（令和 3 年度）⇒実績値:47.3％ 

結果の分析：平成 30 年 7 月豪雨災害からの復旧事業の実施を優先したため，目標値に

は届いていない。 

 

指標②：「空き家対策（不良住宅の除却）の推進（除却目標棟数：令和 3 年度まで

に 10 戸）」 

定 義：除却を推進すべき区域内における不良住宅の除却目標棟数に対する除却済

み棟数の割合 

評価方法：完了実績報告書で確認 

結 果：従前値:0％（平成 28 年度）⇒目標値:100％（令和 3 年度）⇒実績値:0％ 

結果の分析：空き家の所有者に適切な管理を呼び掛けた結果，民間での除却が進んだこ

とにより，補助事業による除却の実施には至らなかったため。 

 

⑧ 結果の公表方

法 

矢掛町 HP で公表 

３．事後評価の結果を踏まえた今後の住宅施策の取組への反映等 
⑨今後の住宅施策

の取組への反映 
 

（事後評価の結果を踏まえ、次期地域住宅計画に反映すべき事項や目標を達成するための措

置等を記載。地域住宅協議会等において協議を行った場合はその旨を記載。） 

 

・今後も，長寿命化計画に基づいて長寿命化対策を行っていく。 

・空き家対策については，今後も，空き家の所有者への働きかけを積極的に行い，1 件でも

多く除却へつながるように努力する。 

⑨ その他 （特記すべき事項があれば記載） 

 
※この事後評価は別添の社会資本総合整備計画（地域住宅計画）について行ったものである。 

（別紙） 


